藤岡毅弁護士を迎えて学習会を開催

～約４０名参加、質疑も盛り上がる～
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１０月１日（水）午後２時から藤岡毅弁護士を招き、「『障害者自立支援法』訴訟の目的と意義」をテーマに学習会を新宿区立障害者福祉センターで行った。

１０月３１日一斉提訴の準備が進められているが、この運動を全面的に展開していくにあたって、もう一度再確認していこうというねらい。

藤岡弁護士は講演の中で、朝日訴訟や堀木訴訟など数々の社会福祉に関わる訴訟を紹介、これらの訴訟が社会福祉施策に与えた影響が大きかったことを強調し、自立支援法訴訟の意義は極めて大きいと述べた。

また応益負担について「障害があるゆえに必要なサービスのコストを求めるもので、社会福祉の公的責任という観点から大きな問題があり、憲法の生存権保障などに違反することは明らかである」とした。

質疑では、本来の負担のあり方について議論がおよび、障害者団体として今後の議論を深めていき、基本的な考え方の整理をし、共有化をはかる必要性については、学習会全体の認識となっていった。

また、「原告以外の障害者たちが裁判をどのような方法で支援できるのか」との質問に対して、藤岡弁護士は「自分のおかれた状況を陳述書にすること。それもDVDなどにし、視覚的に訴えていくことが望ましい。そして裁判の傍聴席が障害の重い人たちによって埋め尽くし、「自立支援法」が障害のある人たちの生活と人権を著しく侵害しているものだということを、裁判官に肌身で感じさせることが重要なことである。」と力説した。

１０月３１日の一斉提出を前に、１０月２７日（月）参議院議員会館で「障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす会」の発足集会が午後２時より行われる。

